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49

つば   くろ 

大
日
ヶ
岳
と
ひ
る
が
の
高
原

（
奥
長
良
川
県
立
自
然
公
園
）

 

［
岐
阜
署
］
大
日
ヶ
岳
（
二
百
名
山
）（
標
高

一
、七
〇
九
㍍
）
は
、
白
山
の
南
東
に
位
置
し
、

頂
上
付
近
は
白
山
国
立
公
園
に
属
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
昔
、
養
老
元
年（
七
一
七
年
）、
泰た
い
ち
ょ
う澄

大
師
の
開
山
と
さ
れ
、
信
仰
の
山
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
頂
上
に
は
、
大
日
如
来
が
奉
ら

れ
て
お
り
、
方
位
盤
が
設
置
さ
れ
、
眺
望
は
白

山
主
峰
と
別
山
が
並
ん
で
見
え
、
遠
く
に
北
ア

ル
プ
ス
連
峰
が
広
が
り
ま
す
。

　

登
山
ル
ー
ト
と
し
て
は
、
ひ
る
が
の
高
原
、

ダ
イ
ナ
ラ
ン
ド
ス
キ
ー
場
、
ウ
イ
ン
グ
ヒ
ル
ズ

ス
キ
ー
場
の
三
方
向
か
ら
の
登
山
道
が
あ
り
ま

す
。
岐
阜
県
側
か
ら
頂
上
へ
は
約
二
時
間
半
か

ら
三
時
間
半
で
、
登
山
道
標
識
は
あ
り
ま
す
が

途
中
で
の
水
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ひ
る
が
の
高

原
か
ら
途
中
の
一
ぷ
く
平
の
ブ
ナ
林
は
圧
巻
で

す
。

　

山
頂
に
降
っ
た
雨
は
、
長
良
川
、
庄
川
、
九

頭
竜
川
の
三
方
向
に
分
か
れ
て
流
れ
出
ま
す
。

　

岐
阜
県
側
の
山
腹
に
は
、
ダ
イ
ナ
ラ
ン
ド
、

高
鷲
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
の
ス
キ
ー
場
が
広
が
り
、

東
側
に
は
、
ひ
る
が
の
高
原
が
あ
り
、
夏
は
避

暑
地
と
し
て
、
秋
は
紅
葉
狩
り
、
冬
は
ス
キ
ー

が
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
で
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
の
ひ
る
が
の
高
原
湿

地
は
、
厚
い
泥
炭
層
が
堆
積
し
、
長
い
年
月
を

経
て
で
き
た
も
の
で
す
。
泥
炭
層
の
中
に
は
花

粉
を
は
じ
め
硅
藻
、
種
子
、
植
物
体
な
ど
数
々

含
ま
れ
、
湿
原
形
成
の
第
一
要
因
に
は
、
寒
冷

な
気
候
で
す
が
、
ひ
る
が
の
は
湿
原
形
成
が
可

能
な
南
の
限
界
に
あ
り
ま
す
。

　

雪
解
け
の
清
ら
か
な
水
が
湿
地
に
集
ま
り
水

の
精
の
化
身
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
が
一
面
を
純
白
の

衣
装
で
埋
め
尽
く
し
、
ワ
タ
ス
ゲ
、
コ
バ
イ
ケ

ソ
ウ
、
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
、
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
な

◎
長
野
県
植
樹
祭

　

６
月
13
日　

東
御
市

◎
名
古
屋
シ
テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業

　

６
月
19
・
25
日

　

木
曽
・
東
濃
署
管
内

◎
森
林
ふ
れ
あ
い
講
座

　

６
月
13
日　

愛
知
所
管
内

◎
平
成
二
十
一
年
度
永
年
勤
続
職
員
表
彰
式

　

６
月
25
日　

長
野
市

ど
、
み
ず
み
ず
し
い
花
た
ち
が
次
々
に
湿
原
の

色
を
変
え
て
い
き
ま
す
。

◆
ア
ク
セ
ス

　

�

ダ
イ
ナ
ラ
ン
ド
へ
は
、
東
海
北
陸
自
動
車
道

高
鷲
Ｉ
Ｃ
よ
り
７
㎞
、
約
十
分
。
長
良
川
鉄

道
、
美
濃
白
鳥
駅
よ
り
約
二
〇
㎞
。

一ぷく平のブナ林

冬の大日ヶ岳を望む

頂上付近の稜線を進む

◇
訂　

正

　

第
61
号
の
６
㌻
３
段
の
「
向
井
剛
さ
ん
」

は
、「
向
山
剛
さ
ん
」
に
訂
正
し
て
お
詫
び
い

た
し
ま
す
。
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